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全機構のなかにおける漁業構造との関係(清 水 ・小沼前掲書、まえがき)、といった大 きな問題 に
接近するための1つ の重要なステップと考える。 したがって、 このような視点か ら行 う漁業史研究
は、かなり興味深い硯究分野の一っとなりうるであろう。





















































































どの水産物消費市場の拡大、それに廻船などの運輸機関の著 しい発達などによって一段 と進展 し
た。このような三陸地方の商品生産の発展に乗 じて、生産地における上層農民の一部は自己を拡
大再生産 して行 くわけであるが、その場合、彼 らは商人資本として活躍する者が多かった。 こう
して三陸地方ρ漁業生産地帯においては、自か ら漁業生産を行うと同時に、流通過程をも独 占的
に掌握するような商人資本が台頭 してくることになった。例えば、三都(江戸 ・大阪 ・京都)に
も名の知 られた盛岡藩大槌通吉里吉里村の前川善兵衛家、仙台藩気仙郡綾里村の千田仁兵衛家や
大船渡村の新沼平蔵家などがそれである。



































特 に、三陸漁村の多くは立地条件からして耕地が狭陰で、 しか も生産力の低い下畑(田)、 下々
畑(田)が その中心であったか ら、村民(漁 民)の 生活手段の多 くは海に求めざるを得なか った。
仙台藩領 の三陸漁村には、寛永18年か ら19年にかけて検地が行われているが、その時の名請人(人
頭=本 百姓)と 比べると、安永期までの間に人頭数が激増 している。寛永期の人頭数の2。5倍となっ

























いわゆる 「難渋之者」であり、また1日1文 の日掛 けしかできない下民(229人)と、日掛けのまっ
た くできない 「極貧民」(50人)と合わせると、 これまた全体の80パー セントに達 していた。 さら
に綾里村の米の生産高は飯米消費量の約1割 にすぎず、その不足分は他領(南 部米 ・相馬米)、他


















第4章(東 北の漁業とその技術的系譜)で は、近世初期三陸の漁業 と流通にっいて触れたのち、
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漁業の発達 と漁網、東北地方における漁業、東北漁業の技術的系譜などを明 らかにした。そ して特
に、漁業を発展させた要因の一つは網漁業技術の発展にあり、江戸時代中期以降になると、わが国
の沿岸漁業における殆んどすべての網漁業が出揃 った。その中でも、仙台藩の牡鹿地方を中心に発
達 した東北系大網漁業(大 謀型定置網漁業)は 、文化年間あるいは文政年間に、盛岡藩閉伊郡船越
村の田代角左衛門によって改良が加えられ・ この田代型大網漁業が三陸地力かち松前地方にまで伝
播 した。 これらの漁網 は漁業者 による藁縄の手編みが一般であったが、江戸中期以降になると麻糸
の使用も広まり、常陸の鹿島網、これを改良 した仙台藩の水沢網が下北地方にまで進出した。 この
ような網漁業技術の発展に伴って盛んとなった東北地方の漁業は、太平洋側の三陸地方 と日本海側










代になると、前川家の商業活動の活発化にっれて盛岡藩か らの御用金賦課 も頻繁 となり、特に宝暦
4年には、幕府から日光山本坊の修復手伝を命 じられた盛岡藩に対 して7,000両を上納 している。
このことが同家衰退の契機 となった。五代善兵衛富能の代には経営不振がさらに深刻となり、都市




の展開 も、領主権力によって都市 ・商業 ・手工業等が独占されていたという、鎖国経済のもつ固有
の特質によって、結局、中央のより強力な商人資本に結びつかざるを得なかったのである。 このよ
うな必要性から生まれた都市の問屋商人 との結びっきも、結局は三都などの商入資本を通 じて、直













第6章(三 陸地方の商品生産 と流通)で は、仙台藩の代表的な漁業生産地帯である本吉 ・気仙地
方をとりあげ、そこにみられた海産物を中心とする商品生産の発展をあとづけ、あわせて商品流通
の具体的な展開過程を、都市問屋商人の進出と在地商人、在地商人と直接生産者漁民、生産者的小
商人層の形成と頼母子金融 といった視点か ら具体的に考察 し、特 に次の諸点を明らかにした。
(D仙 台藩の本吉 ・気仙地方における海産物を中心とする商品生産は、延宝期以降になって本格的
に展開 し、特に宝暦 ・天明期に入ると、田沼意次政権の経済政策とも関連 して、より一層の進展
をみせることになった。






者漁民層と利害を ともにするような生産者的小商人層が、 しだいに形成 されつっあったこと。 こ
の点を特に、かれ らが営業資金を確保する必要か ら生み出 した頼母子担保金融という、庶民的な
金融形態とのかかわりあいから究明 した。
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第7章(海 産物流通と商人資本)は 、仙台藩気仙郡綾里村の千田家の場合を主 として取 り上げな







② 天明 ・寛政期における千田家は、仙台藩の国産仕法替に伴 って、「御直為御登五十集海草加入
商入」として活躍 し、安永期にみられた気仙沼商人による中間搾取的な形態を排除し、海産物の
流通過程か ら吸い上げる同家の利潤をさらに増加 させることになった。 しかしその反面で、江戸
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の問屋商人の前貸制下に完全に組み込まれ、彼 らへの従属性をより一層深めていった。















第8章(市 場における特定問屋の成立)は 、銚子問屋か ら仙台藩気仙郡綾里村の千田家にあてて































ら構成 される村落構造で、近世初期か ら中期にかけての数倍の人頭(本百姓)の 急増は生活の基盤
が海にあったからにほかならないと論 じる。第三章 三陸漁村の窮乏と塩業生産は、仙台藩気仙郡
綾里村砂子浜を事例に三陸沿岸の製塩業を取り上げ、沿岸が リアス式海岸 に立地するため原始的な




の牡鹿半島を中心に発達 した東北系大網漁業(大 謀定置網漁業)が 三陸から松前地方にまで伝播 し
たこと、江戸中期以降藁縄網が麻糸網に変わることなどを明らかにし、東北漁業の技術的系譜を論
じる。第五章 領主権力と商人資本は、三陸漁業地帯で大商人資本に成長 した前川全兵衛家を取 り
上げる。漁業者の同家が那珂湊の白土家と連携 し廻船問屋に進出 し、盛岡藩に多額の御用金を上納
する特権商人 となり、さらに経営拡大のため中央の商人資本 と結 びっ くが、あいっぐ御用金賦課 と





七章 海産物流通と商人資本は、仙台藩気仙郡綾里村の千田家の漁業生産 と海産物流通の在 り方を
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考察する。同家の海産物販売 ははじめ気仙沼商人を介 したが、寛政期以降都市商人資本 と結び手船
を用いて海産物の江戸登せに活躍する。仙台藩の国産仕法替に伴い気仙沼商人から独立するが反面
江戸問屋の前貸 し支配に従属 し、やがて化政期以降同家は経営を縮小 し在地商人として存続する。
以上の究明を通 じて、商人資本は常に漁業の生産の危険性をざけなが ら流通過程の買い占め資本 に
とどまったと論 じる。第八章 市場における特定問屋の成立 は、千田家文書を通 じて海産物取引市
場に登場 して くる銚子の特定問屋(生 産地 ごとの商品を扱 う問屋)の 役割について検討する。第九
章 仙台藩政後期の経済政策 は、宝暦 ・天明期の幕府経済政策と軌を一にする仙台藩の国産仕法に
っいて考察 し、 この政策 は、一八世紀後半 に広汎に展開 して くる商人生産に対 し藩が有力な問屋商
人を利用 して専売制を実施するもので、在地商人や生産者の反対にあ うことになったと論 じる。
以上、本論文は三陸地方の漁村、海産物流通、在地商人資本の漁業経営および海産物の集荷と販
売にっいての実証的な研究である。研究史の整理、それに基づ くこあ地方の漁業史の特質にっいて
の究明にやや不足を感 じるが、論者長年の研鎖を集大成 した本論文の研究成果は高 く評価される。
とくに、漁村地帯の膨大な現地史料を調査研究 し、漁業経営、海産物流通の実態を解明 した成果は
斯学の発展に大 きく寄与するものである。1
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
文333
